





























































































































































































12	師弟略系譜は以下の通り。F.	リスト（1811 ～ 1886）→A.	ジロティ（＝ラフマニノフの従兄。1863 ～
1945）→A.	ゴリデンヴェイゼル（1875 ～ 1961）→S.	フェインベルク（1890 ～ 1962）→V.	メルジャ





















































　林古渓（1875 ～ 1947）はこの詩を書いたとき、朝に夕に湘南の浜辺 14 を散策して、風や波
などの当時と何も「変わっていないもの」に触れた。しかし反面、それに触れている今の自分
自身は大きく変化した現実の上に立っている。だから往時のままに存在する空間を踏みしめれ
ば踏みしめるほど、「変わってしまった」昔の事や昔の人が強く偲ばれたのである。したがって、
ここでは「変わっていくもの」と常に「変わらないもの」の中でいま生かされている	―――	
この尊さの前にたたずむ気持ちをもって奏でると、曲の求める的確な雰囲気が出せるであろう。
　ちなみにこの部分の歌詞は「ゆうべ浜辺をもとおれば　昔の人ぞ　しのばるる」である。１
番では昔の「事」であったが、２番では昔の「人」を偲んでいる。つまり人格から人格への呼
びかけである。ここに会えずとも現実的なつながり（人間関係）が生じている。万物は流転し
常に変わっていくが、弾き手の中にある「昔の人」への「変わらぬ」想いを歌ってほしい。
　最後に、本編曲を演奏する際の銘文として、次の言葉を遺しておく。
　　「ノスタルジーこそ生命の感覚そのもの。
　　　　故郷をしのぶ感覚は永遠を求めるそれと近い」15（亀山郁夫）
14	３歳から６歳までを過ごした辻堂東海岸か、新婚時代に20日ほど過ごした三浦三崎か、諸説あり。
15	「週刊文春」編集部「著者は語る」『週刊文春』2012年４月19日号、120頁。
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